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令
和
４
年
度
施
政
方
針
に
掲
げ
る
重
点
施
策
「
文
化
と
こ
こ
ろ
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」

　
こ
れ
か
ら
の
町
政
運
営
に
は
、
少
子

高
齢
化
な
ど
、
社
会
構
造
の
変
化
に
よ

り
多
様
化
す
る
行
政
ニ
ー
ズ
、
頻
発
・

激
甚
化
す
る
自
然
災
害
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
な
ど
の
直
面
す
る
課
題
へ
の

対
応
と
と
も
に
、
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代

を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

の
施
策
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
は
、「
第
２
次
砥
部
町

総
合
計
画
」
の
基
本
計
画
更
新
年
度
を

迎
え
、
基
本
構
想
に
掲
げ
る
「
文
化
と

こ
こ
ろ
が
ふ
れ
あ
う
ま
ち
」
の
実
現
に

向
け
、
前
期
５
年
間
の
施
策
を
検
証
し
、

更
な
る
充
実
を
図
り
、
急
速
に
進
む
時

代
の
変
化
に
対
応
す
る
自
治
体
D
X

や
、
S
D
G
s
の
推
進
な
ど
、
新
た
な

課
題
に
対
す
る
後
期
５
年
間
の
方
向
性

を
示
す
重
要
局
面
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
本
町
に
と
っ
て
大
き
な
転
換
期
と
な

り
ま
す
が
、
次
の
４
項
目
の
基
本
理
念

の
も
と
、
各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

　

年
齢
や
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら

ず
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
地
域
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
、
地
域
福
祉
計
画

の
策
定
を
進
め
、
包
括
的
な
支
援
体
制

の
整
備
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
の
健
康
増
進
等
を
図
り
、
ふ
れ
あ
い

と
活
力
あ
る
長
寿
社
会
の
形
成
に
寄
与

す
る
「
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」
の
令
和
５

年
度
開
催
に
向
け
、
リ
ハ
ー
サ
ル
大
会

を
開
催
し
ま
す
。

　
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
へ
の
対
策
と
し
て
、
高
齢
者
福
祉
施

設
の
利
用
者
に
対
す
る
支
援
等
を
継
続

し
ま
す
。
ま
た
、
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接

種
に
対
す
る
円
滑
な
体
制
を
確
保
し
、

迅
速
で
き
め
細
か
な
支
援
に
よ
り
、
町

民
の
健
康
と
社
会
経
済
活
動
の
維
持
を

図
り
ま
す
。

　
頻
発
・
激
甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の

対
応
と
し
て
、
総
合
防
災
マ
ッ
プ
の
更

新
や
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
避
難
行

動
要
支
援
者
の
個
別
支
援
計
画
の
充

実
、
福
祉
施
設
や
避
難
拠
点
の
強
化
に

加
え
、
消
防
団
の
処
遇
改
善
を
行
い
、

重
点
施
策

安
全
・
安
心
で
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り

　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
児
童
及

び
妊
産
婦
の
福
祉
に
関
し
、
多
様
な
家

庭
環
境
を
踏
ま
え
た
実
情
の
把
握
に
努

め
、
妊
婦
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

切
れ
目
な
い
支
援
体
制
の
充
実
を
図
り

ま
す
。
ま
た
、
待
機
児
童
解
消
に
向
け
、

麻
生
及
び
宮
内
校
区
に
お
い
て
、
令
和

６
年
度
開
園
を
目
指
す
民
間
事
業
者
に

よ
る
保
育
事
業
等
を
支
援
を
し
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ

ル
教
育
の
一
層
の
推
進
を
目
指
し
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が

た
く
ま
し
く
健
や
か
に
育
ま
れ
る

ま
ち
づ
く
り

Ｉ
Ｃ
Ｔ
支
援
員
に
よ
る
学
習
サ
ポ
ー

ト
、
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
の
実
証
実
験
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
び
の
充
実

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
国
際
交
流

事
業
の
実
施
、
文
化
財
の
保
全
と
活
用

な
ど
、
引
き
続
き
文
化
振
興
に
寄
与
す

る
と
と
も
に
、
町
民
の
自
主
的
・
主
体

的
な
学
び
を
支
援
し
、
生
涯
学
習
を
通

じ
た
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。
ま

た
、
電
子
図
書
館
の
導
入
や
公
民
館
事

業
の
充
実
に
よ
り
、
町
民
の
生
涯
学
習

意
欲
を
喚
起
す
る
と
と
も
に
、
小
中
学

生
を
対
象
に
開
設
す
る
「
砥
部
の
里　

冒
険
ク
ラ
ブ
」
で
の
活
動
な
ど
、
未

来
に
向
け
た
人
材
の
育
成
を
目
指
し
ま

す
。

団
員
確
保
と
消
防
団
活
動
の
活
性
化
を

図
り
ま
す
。
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令
和
４
年
度
当
初
予
算
の
概
要

　
予
算
総
額
は
１
５
３
億
１
，
８
５
４
万
３
千
円
（
前
年
度
比
３・３
％
増
）
と
な
り
、

一
般
会
計
で
は
83
億
９
，
９
６
９
万
６
千
円
（
前
年
度
比
５・
８
％
増
）
で
す
。
一
般

会
計
が
増
加
し
た
理
由
と
し
て
は
、
社
会
福
祉
施
設
の
整
備
に
要
す
る
支
援
等
に
よ
り

民
生
費
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。
特
別
会
計
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業

が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
受
診
控
え
等
の
緩
和
に
よ
っ
て
保
険
給
付
費
が
増
加
す
る
と
見
込

む
た
め
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
４
年
度
よ
り
農
業
集
落
排
水
事
業
と
浄
化
槽

事
業
は
、
公
共
下
水
道
事
業
と
統
合
し
て
、
一
つ
の
「
下
水
道
事
業
会
計
」
と
な
り
、

地
方
公
営
企
業
法
の
全
部
適
用
を
行
い
ま
す
。

会計名 予算額 増減
一般会計 83億 9,969 万 6千円 4億 6,420 万 6千円

特別
会計

国民健康
保険事業 24億 1,481 万 7千円 9,457 万 6千円

後期高齢者
医療 3億 3,784 万 7千円 3,812 万 2千円

介護保険
事業 23億 3,610 万 3千円 ▲ 5,220 万 3千円

とべの館 3,454 万 3千円 88万 5千円
とべ温泉 5,462 万 6千円 274万 8千円
農業集落
排水 0千円 皆減

浄化槽 0千円 皆減

企業
会計

下水道事業 10億 272万 3千円 2億 2,982 万 4千円

うち、公共
下水道事業 8億 5,277 万円 7,987 万 1千円

うち、農業集
落排水事業 4,257 万円 皆増

うち、浄化
槽事業 1億 738万 3千円 皆増

水道事業 7億 3,818 万 8千円 ▲ 1億 7,262 万 2千円
合計 153億 1,854万 3千円 4億 8,795 万 4千円

社
会
基
盤
強
化
を
図
る
快
適
な

ま
ち
づ
く
り

　
橋
り
ょ
う
、
道
路
、
上
下
水
道
施
設

な
ど
の
社
会
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
は
、

災
害
に
備
え
た
安
全
性
の
確
保
、
長
寿

命
化
対
策
を
講
じ
、
計
画
的
に
整
備
を

推
進
す
る
こ
と
で
、
強
靭
化
を
図
り
ま

す
。

　
住
環
境
整
備
に
つ
い
て
は
、
実
態
調

査
結
果
を
踏
ま
え
た
空
き
家
等
対
策
計

画
の
見
直
し
の
ほ
か
、
公
園
な
ど
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
の
整
備
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
ニ
ー
ズ
の
高
ま
り
を
受
け
た

移
住
施
策
を
展
開
し
、
良
好
な
生
活
環

境
の
保
全
と
地
域
の
活
性
化
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
環
境
分
野
に
つ
い
て
は
、
廃
棄
物
処

理
の
広
域
化
に
よ
る
適
正
処
理
と
、
効

率
的
な
収
集
体
制
の
確
立
を
図
り
、
循

環
型
社
会
の
形
成
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
公
共
下
水
道
区
域
外
へ
の
合
併
処

理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
に
よ
り
汚
水
処

理
普
及
率
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

地
域
資
源
を
活
か
し
人
々
が

交
流
す
る
ま
ち
づ
く
り

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影

響
に
よ
る
、
産
業
、
観
光
業
の
減
収
等

に
対
す
る
臨
時
的
な
支
援
と
並
行
し
、

先
を
見
据
え
た
投
資
的
な
事
業
の
展
開

が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
は
、
品
質
の
向
上
や

技
術
の
定
着
に
よ
り
「
紅
ま
ど
ん
な
」

の
栽
培
面
積
を
拡
充
し
、
愛
媛
県
一
の

生
産
量
を
目
指
す
ほ
か
、
地
域
産
品
の

六
次
産
業
化
を
支
援
し
、
ブ
ラ
ン
ド
化

や
新
た
な
販
路
開
拓
な
ど
に
よ
り
、
市

場
競
争
力
の
高
い
産
地
づ
く
り
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
森
林
の
有
す
る

多
面
的
機
能
を
、
持
続
的
に
発
揮
す
る

基
盤
整
備
を
進
め
、
森
林
経
営
管
理
制

度
に
基
づ
き
、
町
が
受
託
し
た
森
林
の

整
備
を
開
始
し
ま
す
。

　
観
光
産
業
に
つ
い
て
は
、
３
年
振
り

と
な
る
砥
部
焼
ま
つ
り
や
、
新
た
に
取

り
組
む
松
山
市
花
園
町
で
の
テ
ン
ト
市

を
は
じ
め
、
東
京
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ

５
周
年
イ
ベ
ン
ト
な
ど
、
県
内
外
で
の

販
路
拡
大
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
愛
媛

国
際
映
画
祭
に
参
画
し
、
町
の
魅
力
を

広
く
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

　
県
有
施
設
の
「
と
べ
動
物
園
」、「
え

ひ
め
こ
ど
も
の
城
」、「
県
総
合
運
動
公

園
」
を
『
と
べ
も
り
エ
リ
ア
』
と
し
て
、

一
体
的
に
誘
客
に
取
り
組
む
愛
媛
県
と

の
連
携
を
強
化
し
、
砥
部
焼
伝
統
産
業

会
館
を
中
心
と
す
る
大
南
地
区
の
活
性

化
と
併
せ
、
交
流
人
口
の
拡
大
を
推
進

し
ま
す
。
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令和４年度一般会計の内訳

民生費（対前年＋ 3億 1,470 万 1千円）
　�障害者福祉事業や児童福祉事業、国保・介
護などの特別会計への繰出金など

総務費（対前年＋ 5,802 万 7千円）
　�庁舎の事務処理に必要な経費や地域のコ
ミュニティ活動を支援するためなどの経費

衛生費（対前年＋ 1億 275万 3千円）
　�健康づくりのための支援やごみ処理のため
の経費

教育費（対前年▲ 2億 1,675 万 4千円）
　学校教育や社会教育振興のための経費
公債費（対前年＋ 5,427 万 9千円）
　町の借金を返済するための経費
土木費（対前年＋ 1億 2,262 万 9千円）
　�町道など道路の維持、新設改良のための経
費

消防費（対前年＋１,209 万円）
　消防活動や災害対策への経費
農林水産業費（対前年＋ 909万 5千円）
　農業・林業・漁業の振興のための経費
商工費（対前年＋ 936万 1千円）
　商工業の振興のための経費
議会費（対前年▲ 197万 5千円）
　議会運営のための経費
その他（対前年 0千円）
　予備費

譲与税・交付金（対前年＋2億6,370万3千円）
　�一定の計算方法に基づいて国から交付され
る地方交付税など

町税（対前年＋ 7,719 万 4千円）
　�町民税（個人・法人）、固定資産税、軽自
動車税、町たばこ税

国県支出金（対前年＋ 7,650 万 4千円）
　�国や県が、町が行う事務に対して支払う負
担金、町の事業を支援する補助金、国や県
が行う事務を町に委託した場合に支払う委
託金

町債（対前年▲ 1億 910万円）
　町の借金
繰入金（対前年＋ 1億 4,930 万 8千円）
　基金からの繰入金
分担金・負担金、使用料・手数料
（対前年▲ 1,964 万 1千円）
　�福祉サービスの利用者負担金、各種施設の
使用料、ごみ処理手数料などの収入

その他（対前年＋ 2,623 万 8千円）
　�利子などの財産収入、寄附金、前年度から
の繰越金、諸収入など

歳入
83億9,969万6千円

歳出
83億9,969万6千円

商工費
1億9,473万9千円

農林水産業費
2億3,293万1千円

土木費
5億7,603万1千円

消防費
4億5,860万4千円

公債費
6億6,607万5千円

衛生費
9億3,339万6千円

総務費
9億7,251万8千円

教育費
9億578万8千円

民生費
33億4,468万7千円

議会費
1億492万7千円

その他
1,000万円

その他
4億7,425万8千円

繰入金
3億3,980万8千円

分担金・負担金、
使用料・手数料
2億4,279万6千円

町債
5億4,180万円

国県支出金
15億3,482万2千円

町税
19億8,850万9千円

譲与税・交付金
32億7,770万3千円
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今月の表紙「砥部焼陶芸塾」
　今月の表紙は「砥部焼陶芸塾」の卒業制作の様子です。町外在
住の塾生５人が、３月の修了展に向けて約２カ月間、100 ～ 200
点の作品を作りました。
　塾生のほとんどが未経験でしたが、２年間で砥部焼の全般的な
知識や技術を身に付け、講師や先輩方（窯元）との繋がりを深め、
巣立ちました。
　修了後は独立したり、窯元に入りさらなる技術の向上をめざし
たりとそれぞれの道を歩みます。
　4月 21日木まで令和４・５年度の新しい塾生を募集しています。

令和４年度国民健康保険税率についての答申書提出
　国民健康保険運営協議会の野
村美千江会長から町長へ答申書
が提出されました。
　町長から国保税率を据え置く
諮問を受け、２月３日開催の国
民健康保険運営協議会において
審議した結果、協議会委員全員
の賛同を受けて、「適当と認め

る」答申がされました。
　協議会の協議事項と議事録は
町ホームページに掲載していま
す。

　令和４年度（2022年度）の広報とべは、「町
総合計画」に基づく事業の様子を毎月、表紙
と内側のページで紹介します。
　総合計画とは、まちづくりの手引書として、
どのような町を目指すのか、また、そのため
にどのような取り組みが必要かを示したもの
です。

「町総合計画」に基づく取り組みを紹介

町総合計画　目標６
「多彩な地域資源を活かし、人や
地域が潤うまちを実現します」

麻生幼稚園が学校保健優良学校表彰を受賞
　麻生幼稚園に「愛媛県学校保
健優良学校表彰」が贈られまし
た。
　この受賞は主に次の取り組み
が評価されたものです。
○ボールやタオルを使った運動
遊びにより楽しみながら体力向
上を図る工夫。

○地域の大学と連携し、細菌の
観察や劇を通じて感染症予防の
ための知識や生活習慣の習得を
させたこと。

ニ
ュ
ー
ス

日程　２月 17日
場所　中央公民館
問学校教育課☎（962）4820

日程　３月３日
場所　町役場
問保険健康課☎（962）7057

町総合計画の詳細は
HPをご確認ください
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病
気
や
け
が
な
ど
で
輸
血
を
必
要
と

し
て
い
る
患
者
さ
ん
の
尊
い
命
を
救
う

た
め
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

日
時

４
月
26
日
火
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　
町
役
場
町
民
ホ
ー
ル
（
ロ
ビ
ー
）

対
象　
体
重
が
50
㌕
以
上
で
、
男
性
17

～
69
歳
、
女
性
18
歳
～
69
歳
の
人

※
た
だ
し
、
65
～
69
歳
の
人
は
、
60
～

64
歳
の
間
に
献
血
の
経
験
が
あ
る
人
に

限
り
ま
す
。

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
民
年
金
保
険
料

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
月
額
１
６
，

５
９
０
円
（
昨
年
度
１
６
，
６
１
０
円
）

で
す
。

口
座
振
替
の
手
続
き

　
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
ま
た

は
納
付
書
、
通
帳
、
通
帳
届
出
印
を
お

持
ち
の
上
、
金
融
機
関
・
郵
便
局
、
町

保
険
健
康
課
、
年
金
事
務
所
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

納
付
は
口
座
振
替
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
を
利
用
す
る
と
便
利

年
金
情
報

　
口
座
振
替
で
は
、
当
月
末
振
替
の
場

合
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
ま
す
。

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
の
手
続
き

　
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か
る
も
の
ま
た

は
納
付
書
と
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
を
お

持
ち
の
上
、
町
保
険
健
康
課
か
年
金
事

務
所
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
保
険
健
康
課
保
険
年
金
係

☎
（
９
６
２
）
７
０
５
７

松
山
西
年
金
事
務
所

☎（
９
２
５
）５
１
０
５［
自
動
音
声
案
内
］

「第 73 回如月忌」名優井上正夫をしのんで
　砥部小学校６年生の有志 10 人が、大先輩にあたる
名優井上正夫に想いをはせながら、心を込めてお墓を
掃除しました。（写真）
　同氏の命日には、井上正夫会による第 73 回如月忌
が行われ、墓前で冥福を祈りました。

　 環境学習会「SDGs ！」出前講座の実施
　子どもたちへの環境教育のた
め、広田小学校で「生活排水や
家庭ごみがどのように処理され
ていくのか」をテーマとした出
前講座を行いました。
　子どもたちは町職員の指導の
もと、顕微鏡で水を浄化する微
生物を観察し、海外の水事情の

リポートを見聞きしました。受
講後「自分たちが環境のために
できることを考える良い機会に
なりました」と感想を語ってく
れました。

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

日程　清掃１月 27日、如月忌２月７日　問社会教育課☎（962）5952

日程　２月 17日
場所　広田小学校
問生活環境課☎（962）7446

お
知
ら
せ

問
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
（
９
６
２
）
６
８
８
８
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平
日
に
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

手
続
き
な
ど
が
で
き
な
い
人
の
た
め

に
、
受
付
時
間
の
延
長
と
休
日
受
付
を

行
い
ま
す
。

日
時　
５
月
８
日
日
９
時
～
13
時

　
　
　
５
月
19
日
木
17
時
15
分
～
19
時

場
所　
戸
籍
税
務
課

取
扱
業
務

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取

り
、
交
付
・
更
新
申
請

○
住
民
票
・
印
鑑
・
戸
籍
な
ど
の
証
明

書
の
発
行

受
け
取
り
に
必
要
な
も
の

○
交
付
通
知
書
（
は
が
き
）

○
通
知
カ
ー
ド

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）

※
交
付
申
請
の
場
合
は
、
必
要
な
も
の

が
申
請
者
に
よ
り
異
な
り
ま
す
の
で
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
戸
籍
税
務
課
住
民
係

☎
（
９
６
２
）
２
０
２
６

お
知
ら
せ

　
町
水
道
事
業
審
議
会
（
辻
充
則
会
長

他
14
人
）
は
、
昨
年
４
月
に
諮
問
さ
れ

た
「
水
道
料
金
の
適
正
化
に
つ
い
て
」

の
審
議
を
重
ね
、
２
月
28
日
に
町
長
へ

答
申
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

水
道
事
業
審
議
会
が
答
申
書
提
出

答
申
の
主
な
内
容

水
道
料
金
水
準

　
町
の
水
道
料
金
は
、
経
営
努
力
に
よ

り
、
平
成
13
年
の
改
定
以
来
、
実
質
的

に
21
年
間
据
え
置
い
て
き
た
。
し
か
し
、

現
行
の
料
金
水
準
を
維
持
し
た
場
合
の

今
後
の
財
務
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で

は
、
令
和
９
年
度
よ
り
資
金
残
高
が
マ

イ
ナ
ス
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
水
道

施
設
の
耐
震
化
の
整
備
や
老
朽
化
施
設

の
更
新
な
ど
も
必
要
と
な
り
、
15
％
の

料
金
値
上
げ
は
や
む
を
得
な
い
と
考
え

る
。

　
町
の
水
道
料
金
は
、
基
本
料
金
と
従

量
料
金
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
改
定
割

合
は
水
道
利
用
者
に
平
等
な
一
律
15
％

の
引
き
上
げ
が
望
ま
し
い
。

水
道
料
金
の
改
定
日

　
令
和
５
年
４
月
１
日
と
す
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　

審
議
会
の
協
議
事
項
と
議
事
録
は
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま

す
。

問
上
下
水
道
課
水
道
管
理
係

☎
（
９
６
２
）
７
０
０
１

写
真
右
か
ら
樋
口
せ
つ
よ
副
会
長
、
辻
充
則

会
長
、
佐
川
町
長

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

交
付
の
時
間
延
長
と

休
日
窓
口
を
開
設

高
尾
田
の
一
部
地
域
で

公
共
下
水
道
が
使
え
る

よ
う
に
な
り
ま
す

▲
詳しくは
HPを確認

県営砥部団地

　
令
和
３
年
度
に
整
備
し
た
公
共
下
水

道
が
、
４
月
か
ら
一
部
の
地
域
で
使
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
も
下
水
道
整
備
エ
リ
ア
を
拡
大

し
て
い
く
予
定
で
す
。
引
き
続
き
皆
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

問
上
下
水
道
課
下
水
道
管
理
係

☎
（
９
６
２
）
６
３
６
３

高尾田地区新規利用区域図
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検診の申込方法　電話（検診予約受付窓口☎０１２０（４８９）３５５）か
検診予約システムで受診したい日の３週間前までにお申し込みください。予
約した希望日を変更したい場合は最初に申し込んだ方法で再度ご連絡くださ
い。

受付時間：① 9時～ 10時�② 9時 30分～ 10時 30分�③ 9時～ 11時�④ 9時～ 11時 30分�⑤ 13時 30分～ 14時 30分

～検診内容・料金・対象年齢～

春（４月～６月）の検診日程

検診名 対象年齢 本人負担額
胃がん検診（バリウム検査）

40歳以上

1,200 円
肺がん検診（胸部CR検査） 700円
肺がん検診（胸部CT検査） ※ 3,200 円
肺がん検診（喀たんの検査） 700円
大腸がん検診（便潜血検査） 500円
腹部超音波検診 ※ 2,200 円
Ｂ・Ｃ型肝炎ウイルス検査 B型 200円、C型 300円
骨粗しょう症検診 40歳以上の女性 600円
前立腺がん検診 50歳以上の男性 1,100 円
乳がん検診（エコー検査） 30歳代の女性 ※ 2,300 円
乳がん検診（マンモグラフィ） 40歳以上の女性 1,400 円
子宮頸がん検診 20歳以上の女性 1,400 円

　新型コロナウイルス感染症拡大の状況により、変更する場合があります。

日程 会場 受付
時間

検診項目
託児肺CR・喀たん・大腸・骨・

前立線・肝炎・特定・後期 胃 腹部 肺 CT 乳がん 子宮エコー マンモ
４月 14日木 高市町民体育館 ② ○ ○ ○
４月18日月 総合福祉センターはらまち

① ○ ○ ○

４月21日木
千里地区公民館 ○

重光集会所 ⑤ ○
４月22日金 ひろた交流センター ③ ○ ○ ○ ○ ○
４月23日土 宮内小学校体育館 ④ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

４月27日水
外山集会所 ① ○
五本松集会所 ⑤ ○

５月12日木
保健センター

④

○ ○ ○ ○ ○ ○ ★
５月13日金 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★
５月14日土 麻生小学校体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
５月21日土 砥部小学校体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
５月23日月 保健センター ○ ○ ○ ○ ○ ★
５月24日火 えひめ中央農協麻生支所 ○ ○ ○ ○
５月29日日

保健センター
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★

５月30日月 ○ ○ ○ ★
６月４日土 麻生小学校体育館 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月６日月 商工会館 ○ ○ ○ ○ ○ ○
６月７日火 保健センター ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ★

託児の申込方法　検診日程の託児欄（★）を確認し、電話（保健センター☎（９６２）６８８８）で事
前にお申し込みください。

「検診予約
システム」◀

料金無料の人
○70�歳以上の人
○65�～�69�歳で、後期高齢者医
　療被保険者証を提示した人
○令和４年度中に 41 歳になり、
　乳がん検診（マンモグラフィ）
　を受診する女性
○生活保護法による被保護世帯
　の証明書を提示した人（県中
　予地方局地域福祉課で発行）
○「町民税所得・課税証明書（世
帯用）」または「総合検診用
証明書」を提示した人（戸籍
税務課で発行）問保健センター☎（９６２）６８８８

お
知
ら
せ

※は全員有料
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真民さんへのメッセージ優秀賞表彰
　坂村真民記念館の開館 10 周年を記念して、県内の中学生と高校生を対象に、真民詩を読んだ感想、
真民さんへの想いなどを「真民さんへのメッセージ」として募集しました。
　中学生１５１人、高校生１７２人から応募があり、厳正な審査の結果 10 人が優秀賞に選ばれ、３月
12日の 10周年記念イベントで表彰されました。
優秀賞受賞者（敬称略・五十音順）

問社会教育課文化スポーツ係☎（９６２）５９５２

山並区の集会所が新しくなりました
　（一財）自治総合センターの宝くじ受託事
業収入を財源としたコミュニティ助成事業に
より、山並集会所が完成しました。
　この事業は、地域社会の健全な発展と住民
福祉の向上に寄与するため、宝くじの助成金
で整備したものです。
　新しい集会所は、自主防災の拠点として、
また、コミュニティ活動の場として活用が期
待されます。

問企画政策課地域振興係
☎（９６２）７２５０

合併処理浄化槽への入れ替えをお願いします
　令和４年度から、本町における汚水処理未普及の解消を図るため、単独処理浄化槽またはくみ取り槽
から合併処理浄化槽へ転換する設置費用の基本額に加えて、配管工事費と概設槽の撤去費の補助金を追
加しました。
　下表の金額内で浄化槽の設置にかかる金額を補助します。

　浄化槽補助金制度の補助対象区域などの詳細についてはお問い合わせください。
※令和４年度から新築への補助金は廃止しました。

問生活環境課環境衛生係☎（９６２）７４４６

人槽 基本額 配管工事費加算 撤去費加算
５人槽 332,000 円

300,000 円 90,000 円７人槽 414,000 円

10人槽 548,000 円

詳しくは
HPを確認◀

お
知
ら
せ

中学生の部 高校生の部
上岡　実苺（砥部中学校１年） 酒井　美桜（吉田高等学校１年）
木下　佳那美（砥部中学校１年） 重谷　真保（新田高等学校２年）
坂井　稀迅（砥部中学校１年） 田中　咲羽（北条高等学校３年）
髙須賀　柚奈（砥部中学校２年） 花本　陽菜（松山北高等学校２年）
西森　実咲（砥部中学校２年） 藤井　華穂（吉田高等学校３年）
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狂犬病予防注射を受けましょう
　飼い犬は、生涯に１回の登録（生後 91 日以上で登録がまだの犬）と、年に１回狂犬病予防注射の接
種をしなければなりません。次の日程で注射できない場合は、最寄りの動物病院で接種してください。
料金　狂犬病予防注射　３，１００円
　　　犬の登録　３，０００円
　　　※料金はお釣りがいらないようご準備ください。
日程・場所

注意事項
○必ずリード（つなぎひも）をしてください。興奮して逃げたりする場合があります。
○当日は犬を抑えられる人が連れてきてください。暴れたりする場合には注射をお断りする事もありま
すのでご了承ください。
問生活環境課環境衛生係☎（９６２）７４４６

時間 場所
９時～
９時 10分 八倉集会所

９時 15分～
９時 25分 重光集会所

９時 30分～
９時 40分 麻生集会所

９時 50分～
10時 八瀬集会所

10時 10分～
10時 25分 高尾田集会所

10時 30分～
10時 40分 上野団地公園

10時 45分～
11時

南ヶ丘三角公
園

11時５分～
11時 15分

ハートピア
みなみ

13時 10分～
13時 25分 宮内集会所

13時 30分～
13時 45分 山並集会所

13時 50分～
14時 頭ノ向集会所

14時５分～
14時 20分 永立寺集会所

14時 25分～
14時 35分 さかえ集会所

14時 40分～
14時 55分 千足集会所

４月 13 日水
時間 場所

８時 50分～
８時 55分 大角蔵集会所

９時～
９時５分 七折集会所

９時 10分～
９時 20分 川井集会所

９時 25分～
９時 35分 大畑集会所

９時 40分～
９時 50分

あかがね
集会所

10時～
10時 10分 上南台集会所

10時 15分～
10時 25分 幸田集会所

10時 30分～
10時 40分 向南台集会所

10時 45分～
11時５分 北川毛集会所

13時 20分～
13時 25分 大平集会所

13時 40分～
13時 55分

老人福祉
センター

14時５分～
14時 15分 外山集会所

14時 20分～
14時 35分 五本松集会所

14時 40分～
14時 50分

天神中央公園
（Ｂ公園）

14時 55分～
15時５分 大谷集会所

15時 10分～
15時 20分 久保田集会所

４月 14 日木
時間 場所

８時 50分～
９時 岩谷口集会所

９時５分～
９時 10分 岩谷集会所

９時 15分～
９時 25分 川下集会所

９時 30分～
９時 40分

千里地区
公民館

９時 45分～
９時 50分 万年集会所

10時５分～
10時 10分 満穂集会所

10時 20分～
10時 30分 玉谷集会所

10時 35分～
10時 40分

玉谷町民
体育館

10時 50分～
10時 55分 篠谷集会所

11時 10分～
11時 20分 仙波奥集会所

13時～
13時５分 中野川集会所

13時 20分～
13時 25分 多居谷集会所

13時 40分～
13時 45分 高市谷集会所

13時 50分～
14時 高市集会所

14時 20分～
14時 35分

ひろた交流
センター

４月 15 日金 お
知
ら
せ
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詳しくはHPを確認◀

瓦屋根の耐風診断・改修の費用補助を開始します

【令和 4 年 1 月 1 日から瓦屋根の留付け基準が強化されました】
　近年、強い台風の上陸により、住宅の瓦が脱落するなどの大きな被害が発生しています。強風による
被害を防ぐためには瓦を屋根にしっかり留め付ける（緊結）することが重要です。

補助内容 耐風診断補助 耐風改修工事補助

事業内容
建築士、瓦屋根診断技師、かわらぶき技能
士、瓦屋根工事技師等が実施する耐風診断
の補助

地震・強風に対する安全性の向上を目的と
して実施する葺き替え工事の費用を補助

対象となる
もの

令和 3 年 12 月 31 日以前に着工された瓦
屋根の建築物

耐風診断の結果、改正後の告示基準に適合
しないと診断された建築物

対象者 対象となる建築物の所有者
受付戸数 各３戸（先着順）

補助金額 補助対象経費の３分の２以内、
上限 2.1 万円 対象経費の 23％以内、上限 55.2 万円

申込方法

建設課にある申請書と必要書類を建設課に提出してください。
※申請書は町ホームページからもダウンロードできます。

申込期間 ４月11日月～ 12月 28日水までの土・日曜日、祝日を除く８時30分から 17時 15分
問い合わせ 建設課管理係☎（９６２）６０１０

「第 37回砥部焼まつり」を開催します
　約100軒の窯元から約10万点の砥部焼をそろえた大即
売会をはじめ、絵付けの体験コーナーや物産即売会なども
開催します。
日時　４月 16日土９～ 20時
　　　４月 17日日９～ 17時
場所　陶街道ゆとり公園
※新型コロナウイルス感染症の影響により、中止になる場合があり
ます。事前にホームページなどでご確認ください。
問商工観光課砥部焼観光係☎（９６２）７２８８

お
知
ら
せ
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ブロック塀のチェックポイント

□１.�高さは地上から 2.2㍍以下ですか。
□２.��厚さは 15㌢以上ですか。（塀の高さが２㍍

以下の場合は 10㌢以上）
□３.��高さ 1.2㍍を超える場合、長さ 3.4㍍以下

ごとに、塀の高さの５分１以上突出した
控え壁はありますか。

□４.��基礎の高さが 35㌢以上、根入れの深さが
30㌢以上ありますか。

□５.��傾きやひび割れはありませんか。

補強コンクリートブロック塀

ブロック塀を点検しよう
　過去の震災で多くのブロック塀の倒壊破損があり、倒壊した塀の下敷きになって死傷者が発生してい
ます。また、倒壊した塀が道路をふさぎ、避難や救助活動を妨げることがあります。安全な塀であるか
を点検し、災害への備えをしましょう。

　外観で１～５をチェックし、一つでも不適合が
ある場合や分からないことがあれば、専門家に相
談しましょう。

塀の種類　補強コンクリートブロック塀

出典　パンフレット「地震からわが家を守ろう」日本建築防災協会
2013.1 より一部改

老朽危険空家の除却費用・ブロック塀などの安全対策工事費用の補助
補助内容 老朽危険空家の除却 ブロック塀などの安全対策工事

対象となる
もの

町内にある空家で、次の①②全てに該当す
るもの
①住宅地区改良法に基づく不良度判定で、
評価の合計が 100以上となる住宅
②ア～ウのいずれかに該当する住宅
　ア地域防災計画による「緊急輸送道路」
　　か「避難路」の沿道に位置
　イ耐震改修促進計画に位置付けられた
　　「避難路」の沿道に位置
　ウ建築物（住宅を含む）が立ち並んで
　　いる道の沿道に位置

町内にある補強コンクリートブロック塀か
組積造の塀で、次の①～③全てに該当する
もの
①ア～ウのいずれかの道に面しているもの
　ア緊急輸送路
　イ通学路
　ウ指定緊急避難場所か指定避難所などへ
　　至る道
②点検の結果、安全対策が必要なもの
③建築基準法における措置が命じられてい
ないなど、重大な違反がないもの

対象者 町税を滞納していないこと
老朽危険空家の所有者か相続権者 対象となるブロック塀などの所有者

受付戸数 ５戸（先着順） ６戸（先着順）

補助金額 補助対象経費の５分の４以内、上限 80 万
円

ブロック塀などの除却・建て替えに係る工
事費の３分の２以内、上限 30万円
※ブロック塀など１㍍当たりの上限８万円

申込方法

建設課にある申請書と必要書類を建設課に提出してください。（建設課で事前相談を受け
付けますので、ご連絡ください。また、相談時には、現在の状況がわかる写真などを持っ
てきてください）
※申請書は町ホームページからもダウンロードできます。

申込期間 ４月 11日月～ 12月 28日水までの土・日曜日、祝日を除く８時 30分から 17時 15分
問い合わせ 建設課管理係☎（９６２）６０１０

問建設課管理係☎（９６２）６０１０

ひび割れ

鉄筋

2.2m以内

控え壁

根入れ

お
知
ら
せ
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住宅リフォーム・耐震費用の補助

対象となる
工事

町内にある住宅で、①～⑤いずれかに要する費用が 50万円以上の工事
①建物の長寿命化を目的とする工事
②平成 25年省エネ基準に適合する工事
③高齢者や障がい者が安心して生活するためのバリアフリー工事
④「木造住宅耐震改修事業」に該当する工事に併せて行う住環境向上工事
⑤ 18歳未満か妊娠している人が同居する世帯が行う住環境向上工事
※住環境向上工事…外装工事・内部工事・設備工事・増改築工事など

補助対象者

①～④の全てに該当する人
①住宅を所有し、住んでいる人
②町内の事業所などでリフォーム業を営む人と工事請負契約を締結する人
③実績報告後、町が行う現地確認を受けることができる人
④町税を滞納していない人

受付件数 ５件、補助加算対象２件（先着順）

補助金額 補助対象経費の 10分の１以内、上限 20万円
※20万円の補助加算対象は三世代同居、三世代近居、18歳未満の人が３人以上いる世帯

補助内容 木造住宅耐震診断 木造住宅耐震改修

対象となる
住宅

○昭和 56 年５月 31 日以前に着工された町内の一戸建て
の木造住宅（枠組み壁工法、丸太組工法、大臣などの特別
な認定を得た工法のものは対象外）
○専用住宅のうち共同住宅および長屋住宅は対象外

左記の耐震診断の結果、倒
壊する可能性が高いまたは
倒壊する可能性があると診
断された住宅

補助対象者 対象となる住宅の所有者
受付戸数 10 戸（先着順） ２戸（先着順） ４戸（先着順）

自己負担
金額
・

補助金額

【派遣方式】
○県建築士会木造住宅耐震
診断技術者派遣名簿に登録
された人を派遣
○自己負担は評価手数料
3,000円または9,900円（評
価者によって金額が異なり
ます）

【診断方法】
○「県木造住宅耐震診断事
務所」の登録を受けた建築
士事務所が実施する耐震診
断
○補助対象経費の３分の２
以内、上限４万円

耐震改修設計
補助対象経費の３分の１以
内、上限 10万円
耐震改修工事
補助対象経費の５分の４以
内、上限 100万円
耐震改修工事監理
補助対象経費の３分の１以
内、上限２万円

１住宅リフォーム費用

２木造住宅耐震費用

申込方法 建設課にある申請書と必要書類を建設課に提出してください。
※申請書は町ホームページからもダウンロードできます。

申込期間 ４月 11日月～ 12月 28日水までの土・日曜日、祝日を除く８時 30分から 17時 15分
問い合わせ 建設課管理係☎（９６２）６０１０

１・２共通

木造住宅の耐震診断と耐震改修費用
詳しくはHPを確認◀住宅リフォーム費用

詳しくはHPを確認◀

お
知
ら
せ
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障
が
い
に
よ
る
後
期
高
齢
者
医
療
の
加
入

　
65
歳
～
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
が
あ

る
人
は
、
65
歳
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
に
加
入
で
き
ま
す
。

　
た
だ
し
、
こ
の
制
度
に
加
入
す
る
か

し
な
い
か
は
、
ご
本
人
の
選
択
で
す
。

加
入
し
な
い
場
合
は
、
75
歳
到
達
時
に

適
用
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
74
歳
ま
で

で
あ
れ
ば
、
加
入
後
の
脱
退
も
可
能
で

す
。

対
象
と
な
る
障
が
い
の
程
度

○
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
～
３
級

○
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
の
う
ち
音
声
・

言
語
機
能
障
害

○
身
体
障
害
者
手
帳
４
級
の
う
ち
下
肢

障
害
の
一
部

○
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
ま

た
は
２
級

○
療
育
手
帳
Ａ

○
障
害
年
金
１
級
ま
た
は
２
級

申
請
方
法　
障
が
い
の
程
度
が
確
認
で

き
る
書
類
を
お
持
ち
の
上
、
保
険
健
康

課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
保
険
健
康
課
保
険
年
金
係

☎
（
９
６
２
）
７
０
５
７

高
齢
者
福
祉
調
査
と
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
調
査

　

調
査
の
た
め
民
生
委
員
が
４
月
～
６

月
頃
に
訪
問
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

１
高
齢
者
福
祉
調
査

　
要
支
援
高
齢
者
を
把
握
し
、
災
害
な

ど
の
緊
急
時
の
連
絡
や
在
宅
福
祉
事
業

に
役
立
て
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま

す
。

対
象　
65
歳
以
上
（
昭
和
31
年
３
月
31

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
で
①
～
③
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①
１
人
暮
ら
し
の
人

②
高
齢
者
の
み
の
世
帯
の
人

③
寝
た
き
り
の
人

問
介
護
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
（
９
６
２
）
７
２
５
５

２
基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
調
査

　
１
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
健
康
状
態

を
確
認
す
る
た
め
の
調
査
を
行
い
ま

す
。

対
象　
65
歳
以
上
（
昭
和
31
年
３
月
31

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
）
で
宮
内
・
広

田
小
学
校
区
の
１
人
暮
ら
し
の
人

問
介
護
福
祉
課
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
係

☎
（
９
６
２
）
６
１
１
８

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
高
齢
者
に
交
付
す
る

乗
車
券
の
利
用
期
間
を
延
長
し
ま
す

　
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
65
歳

以
上
の
人
に
対
し
て
交
付
す
る
乗
車
券

の
う
ち
、
タ
ク
シ
ー
会
社
利
用
助
成
券

の
利
用
期
間
を
令
和
４
年
４
月
交
付
決

定
分
か
ら
延
長
し
ま
す
。

対
象
の
乗
車
券

○
町
内
の
タ
ク
シ
ー
会
社
利
用
助
成
券

（
５
，
０
０
０
円
分
）

乗
車
券
の
期
限　
発
行
日
か
ら
２
年
間

　

伊
予
鉄
道
株
式
会
社
が
発
行
す
る

I
C
い
～
カ
ー
ド
（
５
，
０
０
０
円

チ
ャ
ー
ジ
）
を
選
択
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

※
交
付
は
ど
ち
ら
か
１
回
限
り

　
申
請
方
法
等
詳
細
に
つ
い
て
は
、
介

護
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
介
護
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
（
９
６
２
）
７
２
５
５

令
和
４・５
年
度
の
保
険
料
の
改
定

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
、
２
年

に
１
度
保
険
料
の
見
直
し
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
医
療
機

関
な
ど
で
の
自
己
負
担
分
を
除
き
、
国・

県
・
市
町
の
負
担
金
（
約
５
割
）、
現
役

世
代
か
ら
の
支
援
金
（
約
４
割
）、
被
保

険
者
か
ら
の
保
険
料
（
約
１
割
）
を
財

源
と
し
て
い
ま
す
。

問
戸
籍
税
務
課
保
険
税
係

☎
（
９
６
２
）
２
０
６
１

保
険
料
の
計
算
方
法

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
率
が
変
わ
り
ま
す

１
人
当
た
り
の
保
険
料
（
年
額
）

限
度
額
66
万
円（
前
年
度
ま
で
64
万
円
）

＝

均
等
割
額　
４
９
，
１
４
０
円

（
前
年
度
ま
で
４
７
，
７
２
０
円
）

所
得
割
額

　
（
総
所
得
金
額
な
ど

－

43
万
円
）

×

所
得
割
率
９・０
９
％

　
（
前
年
度
ま
で
９・０
２
％
）

＋

お
知
ら
せ
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①
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
座

日
程　
５
月
～
翌
年
３
月
（
10
回
）

第
１
月
曜
日
18
時
45
分
～
19
時
30
分

講
師　
順
天
堂
大
学
客
員
講
師　
松
下

ユ
リ
ア
氏
、
松
下
エ
リ
カ
氏

対
象　
町
内
在
住
か
在
勤
の
小
学
生
以

上
の
人

定
員　
10
人
程
度

受
講
料　
３
，
０
０
０
円

②
国
際
教
養
講
座

日
程　
５
月
～
翌
年
３
月
（
20
回
）

第
１・３
月
曜
日

講
師　
順
天
堂
大
学
客
員
教
授　
松
下

文
治
氏
ほ
か

対
象　
町
内
在
住
か
在
勤
の
小
学
生
以

上
の
人

ク
ラ
ス
編
成
・
時
間

○
小
学
１・２
年
生

○
小
学
３・４
年
生

○
小
学
５・６
年
生

17
時
50
分
～
18
時
35
分

○
一
般
（
中
学
生
以
上
）

18
時
45
分
～
19
時
35
分

※
各
ク
ラ
ス
10
人
程
度

受
講
料　
前
期
・
後
期
各
５
，
０
０
０
円

※
教
材
費
実
費
（
１
，
２
０
０
円
程
度
）

①
ポ
ー
ラ
ン
ド
語
講
座　
②
国
際
教
養
講
座

③
英
会
話
教
室
の
受
講
生

①
②
共
通

申
込
方
法　
中
央
公
民
館
に
あ
る
申
込

書
を
、
中
央
公
民
館
１
階
窓
口
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
４
月
28
日
木
（
定
員
に
達

す
る
ま
で
随
時
受
付
可
）

③
英
会
話
教
室

日
程　
５
月
～
翌
年
３
月
（
30
回
）

毎
週
水
曜
日
19
時
～
20
時
30
分

内
容　
外
国
語
指
導
助
手
に
よ
る
英
会

話
学
習

対
象　
町
内
在
住
か
在
勤
の
20
歳
以
上

の
人
（
学
生
を
除
く
）

定
員　
20
人（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
講
料　
７
，
５
０
０
円

申
込
方
法　
住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、

電
話
番
号
を
、
電
話
、
メ
ー
ル
ま
た
は

郵
送
で
中
央
公
民
館
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

申
込
期
限　
４
月
22
日
金
（
定
員
に
達

す
る
ま
で
随
時
受
付
可
）

①
～
③
共
通

場
所　
中
央
公
民
館

問
中
央
公
民
館
☎（
９
６
２
）４
８
２
２

　

093kom
inkan@town.tobe.ehim

e.jp

愛
媛
F
C
応
援
選
手
を
紹
介
し
ま
す
①

と
べ
温
泉
行
き
バ
ス
利
用
対
象
者
拡
大

　
４
月
か
ら
と
べ
温
泉
行
き
バ
ス
の
利

用
対
象
者
を
拡
大
し
ま
す
。

利
用
対
象
者

【
変
更
前
】

①
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

②
身
体
障
が
い
者

【
変
更
後
】

①
町
内
在
住
の
65
歳
以
上
の
人

②
障
が
い
者
手
帳
を
所
持
す
る
人
お
よ

び
同
行
す
る
人

③
同
一
世
帯
内
に
普
通
自
動
車
第
１
種

免
許
所
持
者
が
い
な
い
人

そ
の
他　

乗
降
場
所
な
ど
に
つ
い
て

は
、
役
場
や
広
田
支
所
、
町
老
人
福
祉

施
設
に
設
置
し
て
い
る
チ
ラ
シ
か
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
介
護
福
祉
課
高
齢
者
福
祉
係

☎
（
９
６
２
）
７
２
５
５

▲
詳しくは
HPを確認

前ま
え
だ
り
ょ
う
す
け

田
凌
佑 

選
手

ポジション MF

生年月日 1994年
４月 27日

身長 172cm
体重 68kg
出生地 兵庫県
前所属 大分トリニータ
砥部町の
好きな
スポット

陶芸創作館

　
県
の
20
市
町
が
そ
れ
ぞ
れ
愛
媛
F
C
の
特
定
選
手
を
応
援
「
１
市
町
・
１
選
手
応

援
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
砥
部
町
が
今
シ
ー
ズ
ン
応
援
す
る
４
人
の
選
手
を
順
次
紹
介
し
ま
す
。

問
企
画
政
策
課
地
域
振
興
係
☎
（
９
６
２
）
７
２
５
０

お
知
ら
せ

募
集

募
集
※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
、延
期
・
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

9
背番号
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団地名 久保団地（単身者住宅） 東団地（特定公共賃貸住宅）
募集戸数 １戸（２階） １戸

場所 総津 832番地 総津 550番地

構造 鉄筋コンクリート造２階建
（平成９年度建築）

木造平屋
（平成５年度建築）

間取り １ＤＫ（和室６畳・ＤＫ）� ３ＤＫ（和室６畳３間・ＤＫ）
32.4㎡ 76.3㎡

家賃

10,000 円 27,000 円
○農業集落排水施設使用料が毎月必要です。
○駐車場が１台分あります。（無料）
○電気・水道代などは家賃に含みません。
○共益費が別途必要です。

○電気・ガス・水道代などは家賃に含みま
せん。

敷金 20,000 円 81,000 円
連帯保証人 ２人

入居資格

○町税などを滞納していない人
○暴力団員でない人

○町内に就労する単身者で、現在住宅に
困っている人
○町内に住民票がある人�( 入居申し込み時
点で町内に住民票がない人は、入居時に住
民票を移してください）
○年齢が入居時において満 40歳未満の人

○自らが居住するために住宅を必要として
いる人
○現に同居し、または同居しようとする親
族がある人（条件により単身者の申し込み
ができます）
○世帯全員の所得月額が 158,000 円以上
487,000 円以下である人

申込方法 ８時 30分から 17時 15分（土・日曜日、祝日を除く）までに、次の書類を建設課に
提出してください。

提出書類

○建設課と広田支所にある入居申込書（町ホームページからもダウンロードできます）
○現住所略図
○納税状況調査の同意書か完納証明書

○住民票（本籍・続柄記載のもの）
○住民票（入居者全員、本籍・続柄記載の
もの）
○所得証明書（入居者全員）

申込期限 随時
問い合わせ 建設課管理係☎（９６２）６０１０

HP

写真

町営住宅入居者

詳しくは
HPを確認◀ 詳しくは

HPを確認◀

募
集
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募
集

委員
委員名 学校給食センター運営委員 行財政改革推進委員会委員 広田地区地域審議会委員

募集人数 １人 ２人 ２人

職務内容
町学校給食センターの運営・
給食費およびその徴収・物資
購入について調査審議

町の行財政改革の実施状況の
評価や進行管理

新町建設計画などに関する町
長からの諮問に対する答申

資格

町内在住で 18歳以上の人 広田地区に在住か在勤してい
る 18歳以上の人

町の附属機関などの委員（３つ以上）でない人
町議会議員、行政委員会委員、町職員でない人
平日に開催する会議に出席できる人

任期 委嘱の日～翌年３月 31日 ６月１日～
令和６年５月 31日

７月１日～
令和６年６月 30日

募集期限 ４月 22日金 ４月 22日金 ４月 28日木

選考方法 書類審査の上、選考します。選考の結果は応募者全員に通知します。

応募方法

町学校給食センター、学校教
育課、広田支所にある応募用
紙を、FAX、メールまたは郵
送で町学校給食センターに提
出してください。
※応募用紙は町ホームページ
からもダウンロードできま
す。

企画政策課と広田支所にある
応募用紙を、FAX、メールま
たは郵送で企画政策課に提出
してください。
※応募用紙は町ホームページ
からもダウンロードできま
す。

広田支所にある応募用紙を、
FAX、メールまたは郵送で広
田支所に提出してください。
※応募用紙は町ホームページ
からもダウンロードできま
す。

申し込み
問い合わせ

町学校給食センター
〒 791-2141
岩谷口 460
☎（962）2240
　�（904）5918
　�091kyushoku＠town.
tobe.ehime.jp

企画政策課企画政策係
〒 791-2195
宮内 1392
☎（962）7250
　�（962）4277
　�020kikaku@town.tobe.
ehime.jp

広田支所
〒 791-2205
総津 409
☎（969）2111
　�（969）2115
　�011hirota@town.tobe.
ehime.jp

FAX FAX FAX

詳しくは
HPを確認◀ 詳しくは

HPを確認◀ 詳しくは
HPを確認◀
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商工観光課 とべ温泉「湯砥里館」 給食センター

募集人数 １人程度 １人（女性） ３人程度

職務内容 レジ・接客・商品管理ほか フロント業務、清掃業務など 学校給食調理業務

資格 パソコンの基本操作（ワード・
エクセル）ができる人 健康で体力に自信のある人 ①健康で体力に自信のある人

②調理師資格を有する人

勤務場所 とべの館（とべ動物園内） とべ温泉「湯砥里館」 給食センター

勤務日
勤務時間

月 12 日程度（土・日曜日・
祝日の勤務あり）
８時 30分～ 17時 15分
（都合により時間外勤務あり）

① 17時～ 24時
② 20時 30分～ 24時
①②ともに月７日程度

（土・日曜日、祝日勤務あり）

月～金曜日（祝日、学校長期
休業中を除く）
８時～ 16時 45分

賃金 日給 6,779 円 17時～22時　時給1,093円
22時～24時　時給1,311円

①日給7,199円
②日給7,578円

申し込み
問い合わせ

商工観光課砥部焼観光係
☎（962）7288

とべ温泉「湯砥里館」
☎（962）7200

学校給食センター
☎（962）2240

令和４年度会計年度任用職員（臨時職員）

共通項目
雇用期間　４月１日～翌年３月 31日
募集期限　随時
採用方法　書類および面接により決定
申込方法　履歴書（写真を貼る）を直接または郵送で各申込先に提出してください。

詳しくは
HPを確認◀

募
集

総務課 学校教育課

募集人数 ２人程度 ４人程度

職務内容 宿直業務（庁舎内の巡視、開閉、文書の収受、
電話対応など）

学校生活支援員（児童への学校生活の
補助など）

資格
健康で体力に自信のある人
（過去に宿直業務、警備業務の経験がある人を
優先）

健康で体力に自信のある人

勤務場所 砥部町役場 町内小中学校

勤務日
勤務時間

週１～２回（輪番制）
17時 15分～翌８時 30分

月曜日～金曜日（祝日、学校長期休業中を除く）
７時30分～17時のうち学校が希望する
６時間程度（中学校７時間程度）
※勤務日、勤務時間とも学校行事などで
変更する場合あり。

賃金 日給 6,779 円 時給 874円

申し込み
問い合わせ

総務課総務管理係
☎（962）6110

学校教育課学校教育係
☎（962）4820
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坂村真民記念館

文化会館

砥部焼伝統産業会館

松山市

問松山市スポーティングシティ推進課
　☎（９４８）６５９８

問砥部焼伝統産業会館　☎（９６２）６６００

▼砥部焼　端午の節句とこどもの日
　まつり（ロビー展）
　かぶとやこいのぼりをイメージした端午の節
句に関連した作品など、砥部焼窯元が子どもの
健やかな成長を願い心を込めて作った砥部焼を
展示・販売します。
期間　４月９日土～５月８日日
場所　１階ロビー
▼砥部焼新作展 2022
　「第 37 回砥部焼まつり」にあわせて、砥部
焼窯元が最新の自信作を競う「砥部焼新作展
2022」を砥部焼伝統産業会館で開催します。
自由部門と実用部門に出品した作品を展示・販
売します。
　４月 16日土・17日日は入館無料です。
期間　４月 16日土～５月８日日
場所　２階企画展示室

問坂村真民記念館　☎（９６９）３６４３

問文化会館　☎（９６２)７０００

▼ 坊っちゃんスタジアムを
　リニューアル
　今年は、坊っちゃんスタジアムで、地方球場
では初めての、10年ぶり３回目のプロ野球オー
ルスターゲームが開催されます。リニューアル
した坊っちゃんスタジアムが、華麗なプレーを
演出します。

リニューアル内容
　○スコアボード画面をフルカラーＬＥＤの
　　フリーボードに更新
　○内野部分の黒土の入れ替え
　○ファールゾーン人工芝の全面張り替え
　○ラバーフェンス、バックスクリーンの
　　塗り替え　など

▼開館 10 周年記念特別展
　「砥部の砥石で己を磨け～ 97 年の生
　涯を生き切った坂村真民の生き方～」
　展を開催中。
期間　８月 28日日まで

▼「細田真子＆三村哲子　２台ピアノ故里
　公演～愛媛・砥部町編～」延期公演
日時　６月 26日日 14時（開場 13時）
場所　ふれあいホール
入場料（全席自由）　一般�3,000�円（前売り�2,500
円）／高校生以下�1,500�円（前売り�1,000�円）
申込方法　文化会館他各プレイガイドで購入
▼魅力ある愛媛の音楽家たち Vol.18
　「大萩康喜　尺八リサイタル～新鋭競
　演～尺八・箏・琉球箏・日本舞踊」
　延期公演
日時　７月 18日　　 14時（開場 13時）
場所　ふれあいホール
対象　小学生以上
入場料（全席自由）　一般�3,500�円（前売り�3,000
円）／大学生以下�2,000�円（前売り�1,500�円）
申込方法　文化会館他各プレイガイドで購入

月・祝

イ
ベ
ン
ト

イベント 新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により、実施する催し物や施設の利用など、
変更する場合があります。ご利用の際は事前にご確認ください。



2022.4 広報とべ（20）

　ペアレント・プログラムは、保護者が「楽しく子育てをする自信をつける事」、「子育ての仲間を見
つける機会とする事」を目的とした全 6回のペア・グループ活動コースです。
　開催期間　５月～７月の間に６回
　開催時間　１回、60分～ 90分
　対象　３歳～５歳の子どもを養育している保護者
　募集人数　10人
　申込期限　４月 22日金

「楽しい子育てのためのペアレント・プログラム」

　申し込み・問い合わせ　子育て支援課子育て支援センター☎（907）5665

第1回　現状把握表を書いて
　� 　　みよう！
第2回　行動で書いて
　� 　　みよう！
第3回　同じカテゴリーを
　� 　　みつけよう！
第4回　ギリギリセーフ！を
　� 　　みつけよう！
第5回　ギリギリセーフ！を
　� 　　きわめよう！
第6回　ペアプロでみつけた
　� 　　ことを確認する！

親子遊びの場の提供

新型コロナウイルス感染症の拡大の状況により、実施する催し物や施設の利用など、変更する場合があります。ご利用
の際は、事前に各施設にご確認ください。

子 育 て ひ ろ ば

子育てサロン♪ポレポレ♪
日時　４月 12日火 10時～ 11時 30分
場所　ＪＡえひめ中央城南会館３階
　　　中会議室
対象　乳幼児と保護者
問とべファミリー・サポート・センター
　（ファミサポ）☎（９６２）１９８８

①園庭開放
日時　毎週火曜日・水曜日９時～ 12時
対象　乳幼児と保護者

②ダビデ組
日時　４月 23日土９時～ 12時
対象　どなたでも
①②共通
場所　愛育幼稚園
　問愛育幼稚園☎（９６２）２２２４

砥部児童館
☎（９６２）２８６８

麻生児童館
☎（９５８）５１８７

とべ子育て
元気ねっと
Instagram

ぽっかぽか
☎（９５８）３４０５

砥部児童館、麻生児童館、ぽっかぽかの催し
詳しくは各ホームページをご覧ください。

子
育
て
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「
わ
た
し
は
中
国
の
女
ス
パ
イ
」�

恋

人
か
ら
そ
う
告
白
さ
れ
た
ノ
ン
キ
ャ

リ
ア
公
務
員
の
並
木
。
狙
わ
れ
た
理
由

は
、
上
司
か
ら
預
か
っ
た
中
国
語
の

原
稿
。
両
国
組
織
を
欺
く
た
め
、
ふ

た
り
は
同
棲
を
始
め
る
が
…
。

　

平
家
落
人
伝
説
の
地
に
住
む
伯
母

の
老
漫
画
家
と
同
居
を
始
め
た
気
象

予
報
士
の
芽
以
。
失
踪
し
た
芽
以
の

夫
の
行
方
を
め
ぐ
り
、
謎
に
挑
む
天

才
高
校
生
が
た
ど
り
着
い
た
真
実
と

は
…
。
数
学
の
天
才
、
愛
を
解
け
る

か
⁉

『ビタートラップ』
月村　了衛

実業之日本社　刊

『死にふさわしい罪』
藤本　ひとみ
講談社　刊

　

大
阪
で
70
年
続
く
和
菓
子
屋
の
姉

妹
、
小
梅
と
つ
ぐ
み
。
あ
る
日
、
43

年
前
に
亡
く
な
っ
た
曾
祖
母
の
魂
が

つ
ぐ
み
に
乗
り
移
り
…
。
和
菓
子
屋

の
家
族
が
織
り
な
す
、
明
治
と
令
和

を
繫
ぐ
物
語
。

『おはようおかえり』
近藤　史恵

PHP研究所　刊

休館日

おはなし会

にこにこほっぺのおはなし会

ひろたのみんなのおはなし会

新
着
紹
介

『
ら
ん
た
ん
』�
柚
木　
麻
子

『
夜
叉
の
都
』�

伊
東　
　
潤

『
底
惚
れ
』�

青
山　
文
平

『
李
王
家
の
縁
談
』�

林　
真
理
子

『
ミ
ニ
シ
ア
タ
ー
の
六
人
』��

小
野
寺
史
宜

『
剛
心
』�

木
内　
　
昇

『
遠
慮
深
い
う
た
た
寝
』�

小
川　
洋
子

『
ほ
ん
の
こ
ど
も
』�

町
屋　
良
平

『
笑
う
マ
ト
リ
ョ
ー
シ
カ
』�

早
見　
和
真

『
月
夜
の
森
の
梟

ふ
く
ろ
う』�

小
池
真
理
子

令
和
３
年
火
災
報
告

令
和
３
年
救
急
報
告

火災出動

内訳 砥部 広田

建物 ６件 ２件

車両 １件 ０件

その他 １件 ０件

死者 ２人 ０人

救急出動

内訳 砥部 広田

出動件数 766 件 58件

搬送人員 737 人 52人

軽症 347 人 29人

中等症 296 人 14人

重傷 77 人 ８人

死者 17 人 １人

　
町
内
で
発
生
し
た
火
災
は
、
た
ば
こ

や
た
き
火
、
火
の
元
の
不
注
意
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
原
因
が
あ
り
ま
し
た
。
日
頃

か
ら
注
意
し
て
い
れ
ば
未
然
に
防
ぐ
こ

と
が
で
き
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

防
火
意
識
の
向
上
と
対
策
を
徹
底

し
、
火
災
の
無
い
安
全
な
町
に
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
救
急
出
動
件
数
は
、
入
院
を
必
要
と

し
な
い
軽
症
者
の
割
合
が
一
番
多
い
で

す
。
緊
急
性
の
高
く
な
い
救
急
車
利
用

に
よ
り
、
本
当
に
救
急
車
が
必
要
な

人
の
と
こ
ろ
へ
の
到
着
が
遅
れ
て
し
ま

い
、
助
か
る
命
が
救
え
な
い
恐
れ
が
あ

り
ま
す
。

　
大
切
な
命
を
守
る
た
め
に
、
皆
さ
ま

の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

火
災
出
動　
10
件

救
急
出
動　
８
２
４
件

救
急
車
の
正
し
い

利
用
方
法
を
確
認
！

「
た
き
火
・
野
焼
き
」

に
よ
る
火
災
に

注
意
！

☎（９６２）４４００
砥部町立図書館

●開館時間●
9：00～ 18：00

図書館だより

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

●４月の予定●

消
防
だ
よ
り
問
砥
部
消
防
署
☎
（
９
６
２
）
２
１
１
９

　
広
田
出
張
所
☎
（
９
６
９
）
２
１
２
１

日 月 火 水 木 金 土
１ ２

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30

図
書
館 
他
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【
事
例
１
】

　
お
金
儲
け
が
で
き
る
と
約
30
万
円
の
情

報
商
材
を
勧
め
ら
れ
た
。「
お
金
が
な
い
。」

と
断
る
と
「
す
ぐ
に
元
が
取
れ
る
。
借
金

し
て
で
も
や
っ
た
方
が
い
い
。」
と
貸
金
業

者
の
店
舗
に
連
れ
て
い
か
れ
た
。

【
事
例
２
】

　
オ
ン
ラ
イ
ン
ス
ク
ー
ル
に
興
味
を
持
ち
、

担
当
者
か
ら
仕
事
で
稼
げ
る
ま
で
サ
ポ
ー

ト
す
る
と
い
う
コ
ー
ス
の
説
明
を
受
け
た

が
、
契
約
金
が
１
０
０
万
円
だ
っ
た
。「
高

額
で
契
約
で
き
な
い
。」
と
言
う
と
「
消
費

者
金
融
で
借
金
す
れ
ば
い
い
。」
と
言
わ
れ

契
約
し
た
。

◆
望
ま
な
い
契
約
は
、「
お
金
が
な
い
」「
支

払
え
な
い
」で
は
な
く「
い
り
ま
せ
ん
」「
や

め
ま
す
」
と
簡
潔
に
断
り
ま
し
ょ
う
。

◆
投
資
や
副
業
で
絶
対
に
儲
か
る
保
証
は

あ
り
ま
せ
ん
。
借
金
し
て
ま
で
行
わ
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

心
経
の
無
の
字
飛
び
交
ふ
涅ね

は
ん
に
し

槃
西
風�

渡
部
　
洋
三

敦と
ん
こ
う煌
の
砂
も
携
へ
涅
槃
西
風�

大
西
　
一
教

想
ひ
出
は
い
つ
も
美
し
春
の
雪�

篠
崎
　
伶
子

菜
の
花
の
天
ぷ
ら
添
へ
て
誕
生
日�

　
　
　
　
　

耕
し
て
狭せ
ま
き
山
畑
目
を
覚
ま
す�

中
岡
セ
ツ
コ

縄
文
の
土
器
の
か
け
ら
や
冴さ
え

返
る�

長
戸
ふ
じ
子

め
ざ
め
ゆ
く
山
河
建
国
記
念
の
日�
野
村
タ
カ
子

陶
房
の
裏
の
せ
せ
ら
ぎ
蕗ふ
き
の
薹と
う�

葊
末
　
榮
子

断
層
の
堰せ
き

落
つ
飛
沫
春
の
色�

福
岡
い
つ
子

贈
ら
れ
し
チ
ョ
コ
香
り
よ
し
老
い
の
春�

福
岡
　
繁
平

涅
槃
西
風
野
菜
を
洗
ふ
水
清
き�

松
林
　
静
子

い
つ
ま
で
も
風
冷
た
く
て
蕗
の
た
う�

宮
田
　
弘
道

国
鏡
は
河
ふ
ら
こ
こ
の
高
く
舞
い�

向
井
　
章
子

読
み
か
け
も
編
み
か
け
も
在
り
春
炬こ
た
つ燵�

向
井
　
初
子

梅
ふ
ふ
む
古
木
の
風
情
見
と
れ
を
り�

森
　
　
安
子

長
曽
我
部
弓
子

俳
句
砥
　
部
　
句
　
会

受
付
時
間　
８
時
30
分
～
17
時
15
分

問
相
談
窓
口（
商
工
観
光
課
内
）
☎（
９
６
２
）２
３
６
７

　
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎
１
８
８

「
借
金
さ
せ
て
強
引
に
契
約
を
迫
る
手
口
」
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル

消
費
者
力
ア
ッ
プ
通
信

相談事例アドバイス

俳
句 

他

あ
そ
び
べ
、
と
べ
。

む
か
し
の
遊
び

め
ん
こ

問
社
会
教
育
課
文
化
ス
ポ
ー
ツ
係
☎（
９
６
２
）
５
９
５
２

　
主
に
屋
外
で
の
男
の
子
の
遊
び
で
、
昭
和
期
に

広
く
流
行
し
ま
し
た
。
基
本
的
な
遊
び
方
は
、
地

面
に
め
ん
こ
を
叩
き
つ
け
て
、
風
圧
で
相
手
の
め

ん
こ
を
裏
返
す
と
い
う
も
の
で
す
。
裏
返
し
た
め

ん
こ
は
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
江
戸
時
代
に
は
、
泥
製
の
小
さ
な
め
ん
こ
を
地

面
に
掘
っ
た
穴
に
投
げ
入
れ
た
り
、
相
手
の
め
ん

こ
に
当
て
た
り
す
る
遊
び
を
し
て
い
ま
し
た
。
明

治
時
代
に
入
る
と
鉛
や
紙
の
め
ん
こ
が
作
ら
れ
、

最
初
は
相
手
の
め
ん
こ
に
当
て
て
い
た
だ
け
で
し

た
が
、
そ
の
う
ち
相
手
の
め
ん
こ
に
叩
き
つ
け
る

遊
び
に
変
化
し
た
よ
う
で
す
。

　
現
在
は
丸
や
四
角
形
の
紙
め
ん
こ
が
主
流
で
す
。

呼
び
方
は
「
パ
ッ
チ
ン
」
や
「
ベ
ッ
タ
ン
」
な
ど

さ
ま
ざ
ま
で
す
。
表

面
に
軍
人
物
や
乗

り
物
、
映
画
や
漫
画

な
ど
の
ヒ
ー
ロ
ー
や

ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど

の
絵
柄
が
時
代
に
合

わ
せ
て
描
か
れ
ま
し

た
。
ま
た
牛
乳
瓶
の

ふ
た
な
ど
で
代
用
す

る
こ
と
も
あ
り
ま
し

た
。

砥
部
む
か
し
の
く
ら
し
館
所
蔵

の
め
ん
こ
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情
報
あ
れ
こ
れ

お
知
ら
せ

相談内容 日時 場所 問い合わせ

心配ごと相談 ４月14日木10時～12時
中央公民館

社会福祉協議会
☎（９６２）７１００４月28日木10時～12時

行政相談 ４月15日金 9時～12時 総務課総務管理係
☎（９６２）６１１０４月23日土10時～12時 ひろた交流センター

人権相談 ４月15日金 9時～12時 中央公民館 社会教育課社会教育係
☎（９６２）５９５２広田老人憩いの家

各 種 相 談

　
砥
部
町
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト

を
は
じ
め
、
季
節
ご
と
の
映
え

る
風
景
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。

問
砥
部
町
観
光
協
会
（
砥
部
町

商
工
観
光
課
内
）

☎
（
９
６
２
）
７
２
８
８

砥
部
町
観
光
協
会

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

▲
詳しくは

こちらを確認

受
験
資
格　
17
歳
以
上
34
歳
未

満
の
人
（
大
学
卒
業
ま
た
は
令

和
５
年
３
月
末
ま
で
に
大
学
卒

業
見
込
み
の
人
）

第
１
次
試
験　
５
月
７
日
土
・

８
日
日

受
付
期
間　
４
月
１
日
金
～
18

日
月

問
松
山
南
警
察
署

☎
（
９
５
８
）
０
１
１
０

愛
媛
県
警
察
官

（
大
学
卒
）

▲
詳しくは
HPを確認

募
集

　
実
施
す
る
内
容
は
、
変
更
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

催
し

　
陶
街
道
ゆ
と
り
公
園
で
開
催

予
定
で
し
た
桜
ま
つ
り
ク
イ
ズ

ラ
リ
ー
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中

止
し
ま
す
。

問
桜
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
代
表　
村
上
）

☎
０
９
０
（
５
４
３
２
）
７
３
１
２

桜
ま
つ
り
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

中
止

　
聴
覚
障
が
い
者
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
支
援
す
る
手
話

通
訳
者
お
よ
び
要
約
筆
記
者
の

養
成
講
習
会
の
受
講
者
を
募
集

し
ま
す
。

①
手
話
通
訳
Ⅱ
課
程

研
修
期
間　
５
月
～
令
和
５
年

１
月 手

話
通
訳
者
・
要
約

筆
記
者
養
成
講
習
会
の

受
講
者

▲
詳しくは
HPを確認

日
程　
月
１
回
（
土
曜
日
）

会
場　
西
条
市
内（
東
予
会
場
）

お
よ
び
西
予
市
内（
南
予
会
場
）

の
２
カ
所

定
員　
各
会
場
20
人

対
象　
手
話
通
訳
者
養
成
講
習

会
（
手
話
通
訳
Ⅰ
課
程
）
の
修

了
者
ま
た
は
同
程
度
の
知
識
・

技
術
（
特
定
の
障
が
い
者
や
日

常
生
活
の
簡
単
な
会
話
が
で
き

る
、
手
話
サ
ー
ク
ル
活
動
を
続

け
て
き
た
等
）
を
有
し
、
県
内

に
居
住
ま
た
は
勤
務
す
る
人

申
込
期
間　
４
月
６
日
水
～
27

日
水

②
要
約
筆
記
者

コ 

ー 

ス

○
手
書
き
コ
ー
ス

○
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

研
修
期
間　
５
月
～
令
和
５
年

２
月

日
程　
月
１
回
～
５
回
（
土
・

日
曜
日
）

会
場　
西
条
市
内

定
員　
各
コ
ー
ス
10
人

対
象　
県
内
に
居
住
ま
た
は
勤

務
す
る
人

※
要
約
筆
記
奉
仕
員
養
成
研
修

修
了
者
は
、
補
講
コ
ー
ス
を
受

講
可
能
。

申
込
期
間　
４
月
６
日
水
～
５

月
18
日
水

①
②
共
通

参
加
費　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

各
種
情
報 

他

編
集
後
記

　
４
月
か
ら
は
新
年
度
が
始

ま
り
ま
す
。
新
た
な
年
の
目

標
を
立
て
る
人
も
多
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
本
町

で
も
こ
の
１
年
ど
の
よ
う
な

考
え
で
町
政
を
進
め
る
か
２

～
３
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
。

　
今
月
号
か
ら
情
報
を
探
し

や
す
い
よ
う
、
ペ
ー
ジ
端
に

見
出
し
を
配
置
し
ま
し
た
。

見
や
す
い
広
報
紙
を
目
指
し
、

本
年
度
も
精
進
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。�（
平
田
）

等
は
自
己
負
担
）

申
込
方
法　
直
接
か
郵
送
で
愛

媛
県
視
聴
覚
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
市
町
で
も
手
話
等
に
関
す
る

研
修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
各
市
町
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問
愛
媛
県
視
聴
覚
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
（
９
２
３
）
９
０
９
３

〒
７
９
０‐０
８
１
１

松
山
市
本
町
６‐11‐５
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人の動き（３月１日現在）●人口 20,485 人（±０）男 9,751 人／女 10,734 人　●世帯 9,385 世帯（＋ 12）
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この広報紙は、再生紙を使用しています。

「ＳＤＧｓ（サスティナブル・ディベロップメント・ゴールズ）持
じ ぞ く か の う

続可能な開
かいはつもくひょう

発目標」とは

　ＳＤＧｓの取り組みは、決して新しいことではありません。今までもやってきたことであったり、少
しのがんばりであったりと、一人ひとりの小さな取り組みがつながることで大きな力となって、持続可
能なよりよい社会がつくられるのです。

問企画政策課企画政策係☎（９６２）７２５０

　世
せ か い
界が抱える問題をみんなで解決し、「誰ひとり取り残さない」社会をつくり、みんなが「幸せだな」

と思える世界にするために必要な 17個の目標のことです。

～私たちにできること～

　　日
に ほ ん
本では食

た
べられるのに捨

す
てられている食

しょくひん
品（食品ロス）が年

ねんかん
間 570 万

まん
㌧（2019 年

ね ん ど
度）も

あります。これは東
とうきょう

京ドームの約
やくなんはいぶん

何杯分だと思
おも
いますか？

１ �３杯　　２ �５杯　　３ �10 杯

○賞
しょうみきげん
味期限の近

ちか
い値

ね び
引き商

しょうひん
品を積

せっきょくてき
極的に買

か
いましょう！

○食
た
べきれる分

ぶん
を注

ちゅうもん
文して、食べ残

のこ
しをしないようにしましょう！

○食
しょくざい
材を買い過

す
ぎず、買った食材は使いきり、食べきりましょう！

Q

2 �５杯正解は
　私たち人

にんげん
間は、地

ちきゅう
球の限

かぎ
りある資

し げ ん
源やエネルギーを大

たいりょう
量に使

つか
って生

せいかつ
活しています。その数

す う ち
値はなん

と、地球が作
つく

り出
だ
せる資源やエネルギーの 1.5 倍

ばい
です。このままでは、地球が２個

こ
ないと暮

く
らしてい

けない計
けいさん
算になります。

　次
じ せ だ い
世代に便

べ ん り
利なエネルギーを残

のこ
し、地球環

かんきょう
境をベストな状

じょうたい
態にしていくためには、必

ひつよういじょう
要以上の生

せいさん
産

をやめるなど、無
む だ
駄なエネルギーや地球資源の消

しょうひ
費をなくすことが大

たいせつ
切です。

広告

会員募集
あ な た の 明 る さ を

あ な た の 元 気 を 活 か し
楽 し い 絆 づ く り を ！

砥 部 町 シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー
砥 部 町 原 町 ２４９

電 話  ０８９－９５８－７７７６

　ＳＤＧｓの目標 12「持続可能な生産消費形
けいたい

態を確
か く ほ
保する」を達成するために、まずは、私たちに

できることから始めてみませんか？意外と、すでにやっている！ということもあるかもしれませんよ。

広告


